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1. はじめに
　近年、図書館における新しいツールとして、「ウェ
ブスケールディスカバリ」（Web	Scale	Discovery、
以下 WSD と呼称）の存在感が大きくなりつつある。
WSD は、時に「ウェブスケールディスカバリサービ
ス」、あるいは単に「ディスカバリサービス」などと
称される。本稿では WSD が図書館とステークホルダ
に与えた「衝撃」を中心に、その動向を紹介する。

2. WSD とは何か
2.1 製品としての WSD
　WSD は、ユーザーインターフェース等の特徴から
次世代 OPAC（Next	Generation	Catalog、以下 NGC
と呼称）と称される製品の一翼を担っている（CA1727
参照）。NGC はオープンソースの製品から、システム
ベンダによる商品まで、その種類は多岐にわたるが、
WSD と認識されるものは少数である。すなわち NGC
としての特徴を備えた上で、「ウェブスケール」であ
る製品のみが WSD と称される。
　WSD としてしばしば言及される製品には、次のよ
うなものがある。すなわち OCLC の WorldCat	Local

（CA1721 参 照 ）（1）、Serials	Solutions 社 の Summon（2）、
EBSCO 社 の EBSCO	Discovery	Service（3）、 そ し て
Ex	Libris 社 の Primo	Central（4）の 4 製 品 を 指 す 通
称 “BIG4”（5） に、Innovative	 Interfaces 社 の Encore	
Synergy（6）を加えた 5 つの製品（7）である。ただし
Encore	Synergy は、検索アプローチが BIG4 とは異
質であり、BIG4 との共通性は一段低い（8）	（9）	（10）。こ
のため WSD とみなさない意見もある（11）	（12）。また
WorldCat	Local や Summon であっても、WSD とみ
なすことに疑義を呈する向きがある（13）	（14）。

2.2 ウェブスケール
　WSD を理解するには、「ウェブスケール」の概念
について、一定の理解が必要である。ウェブスケー
ルについては、OCLC（15）やブリーディング（Marshall	
Breeding）氏（16）等により見解が示されている。例え
ば OCLC は、図書館は本来「インスティテューショ
ンスケール（Institution	Scale）」であるという見方を
提示し、その対義語として「ウェブスケール」を位置

動向レビュー

＊佛教大学図書館



カレントアウェアネス　NO.312（2012.6）

19

付けている。
　一方、ブリーディング氏は、ウェブスケールは、図
書館における新たなパラダイムであり、その概念はク
ラウドコンピューティングと高度にシェアされたデー
タモデル、そして図書館関連のリソースを相互に結び
つけるものであると述べている。
　実際のところ、ウェブスケールについては、明確な
定義が存在しているわけではない。しかし WSD と称
される製品は、事実上、ここで言及されたような概念
を反映したシステムとなっている。

2.3 WSD の概念と特徴
　WSD におけるウェブスケールの概念は、「検索モー
ド」において、端的に見出すことができる。同時に、
検索モードからは、WSD が異なるスケール概念を内
包していることも認識できる。
　WSD の検索モードは、以下の区分から構成されて
いる。すなわち、（1）図書館で利用できる全ての学術
コンテンツを対象とする「ローカル」、（2）特定の地
域に位置する等、何らかの協定で結びつけられた図書
館の全ての学術コンテンツを対象とする「リージョナ
ル（コンソーシャル）」、そして（3）図書館での購読・
非購読に関わらず、世界中に存在するあらゆる形態の
学術コンテンツを対象とする「グローバル」という 3
種類の区分である（17）。
　このうち（2）については、協定という前提がある
以上、どの WSD においても、検索モードの選択肢と
して利用しない図書館が多数であるが、（1）と（3）
の選択肢は普遍的に利用されている。
　実のところ、（1）は「インスティテューションスケー
ル」であり、（3）は「ウェブスケール」に他ならない。

（2）は時に「グループスケール」とも称される（18）。
　すなわち、WSD はウェブスケール概念のみならず、
多層的なスケール概念を包摂する検索システムである
といえる。
　このような概念を共有する WSD であるが、技術的
な共通性も存在する。特に Encore	Synergy	を除いた
BIG4 に照らしてみれば、下記のような特徴を有して
いる。

（1）クラウドサービスとして提供されること
（2）図書館や各種の商用データベース等から収集され

たメタデータを統合した、ウェブスケールな検索用
の「セントラルインデックス」（19）を有していること

（3）商用データベース等の電子リソースに対し、定期
的に自動でデータ更新（ハーベスト）を行うための
仕組みを持ち、利用者に最新の検索データを提供で
きること

（4）単一の検索窓で検索を行えるほか、検索結果全て

を「関連度」順に表示できること
　WSD 以前にも例えば「横断検索」（Meta	Search）
や「統合検索」（Federated	Search）と称されるよう
な串刺し型の商用データベース検索システムは存在し
ていた（CA1606 参照）。しかし、これら従来型の検
索システムは、WSD に見られる（1）～（4）に挙げ
た特徴は有していない。その意味で WSD は、従来型
の検索システムと本質的に異なっている。

3. WSD がもたらした図書館利用傾向の変化
　WSD の導入館では、WSD の検索結果として（上
位に）表示されるコンテンツの利用が促進されること
で、図書館の利用傾向に変化が生じている。

3.1 電子リソース
　電子リソースにおいては、利用者が個々のデータ
ベースに代わり、WSD での検索を通して、各データ
ベースのコンテンツを利用する傾向が見られる。例え
ば米国のグランドバレー州立大学における Summon
導入後の 4 か月間の統計によれば（20）、購読中の 45 種
類のデータベースにおける検索回数について、導入
前の前年同時期と比して 40 種類が減少を示す結果と
なった。そのうち 21 種類は 50％以上の減少を記録し
た。一方で、Summon においては、検索結果からリ
ンクリゾルバを経由してのデータベースアクセス（ク
リックスルー）が一般的であることから（21）、クリッ
クスルーによる全文コンテンツへのアクセスは全般的
に伸びを見せ、ニュース系の複数のデータベースで、
前年同期比で約 4 倍から 30 倍という増加を示した。
　電子ジャーナルについては、Summon 導入前に利
用回数の上位にあった 5,000 タイトルについて、「ク
リックスルー」による利用が全体平均で 66％の増加
率となった。一方で 36％のタイトルは減少を示した
が、5,000 タイトルのうちでも、利用が多かった上位
250 タイトルに絞ると、その割合は 20％に抑えられた。
同大学のウェイ（Doug	Way）氏は「利用の少ない電
子ジャーナルは、より利用が少なくなった」と述べて
いる。
　そのほか、米国のヒューストン大学においては、電
子ジャーナルについての「出版社レベル」での導入前
後の利用動向をまとめており、Nature 社については、
伸び率が 100％近く、Sage 社のコンテンツについて
は 230％に達したとの報告がなされている（22）。
	
3.2 フィジカルコレクション（冊子体）
　米国のニューヨーク州立大学バッファロー校の E・
H・バトラー図書館によれば、Summon の導入後、フィ
ジカルコレクション（冊子体）の貸出件数と貸出予約
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件数は前年度比で 7％の減少を示した（23）。米国のリー
ド大学、ウィラメット大学、ポートランドコミュニティ
カレッジにおいては、WorldCat	Local の導入後の貸
出件数は、それぞれ前年比で 7％減、5％減、17％増
との結果となった。このうち、ポートランドコミュニ
ティカレッジの貸出件数が増加を示した点について、
同大学のグレイナー（Tony	Greiner）氏は、在籍者
数が 19％増加したことを加味すれば、実質は 2％減で
あると述べている（24）。
　とはいえ、米国におけるフィジカルコレクションの
貸出件数は長期低落傾向にあり（25）、これらのデータ
のみを用いて WSD の影響を量ることは難しい（26）。

3.3 図書館間相互貸借（ILL）
　WSD は、図書館間相互貸借（ILL）にも変化をも
たらしている。
　ウィラメット大学、ポートランドコミュニティカ
レッジからの報告によれば、WorldCat	Local の導入
後、いずれも文献複写の申込は 3％減少を示した一方、
現物借用については、それぞれ 66％、247％という高
い伸びを示した（27）。
　またワシントン大学の統計によれば、WorldCat	
Local の導入後、文献複写等の申込は 41％の増加を示
し、現物借用の申込は 150％の増加という結果になっ
た（28）。グレイナー氏は、文献複写の利用傾向に関し、
ウィラメット大学、ポートランドコミュニティカレッ
ジでは減少傾向を示した反面、ワシントン大学では明
らかな増加を示した理由について、「ワシントン大学
における大規模な大学院課程の存在に起因する可能性
がある」と述べている（29）。

4. WSD の図書館業務への影響
　WSD には、コンテンツの利用を加味した、合理的
な管理を行うための基準やツールとしての役割も期待
されている。

4.1 データ管理（目録）
　米国のワシントン大学のジュウ（Lihong	Zhu）氏
は、WorldCat	Local の導入が目録業務に与える影響
について詳細に報告を行っている。WorldCat	Local
においては、OCLC のネットワーク上に存在する「マ
スター書誌レコード」を利用して、自館向けに書誌や
所蔵の表示を行わなければならない。このため他館
との共有を前提とした、ネットワークレベル（OCLC	
WorldCat レベル）でのデータ管理に対応する人材の
養成が必要となることや、目録作成のポリシーや手順
を変更したことなども指摘されている（30）。
　また、英国のハダースフィールド大学のストーン

（Graham	Stone）氏は、Summon 導入についての報
告の中で、その導入が、長年の目録業務における矛盾
点を浮き彫りにしたと述べる。例として、MARC21
の Summon へのアップロードにおいて、楽譜や DVD
の書誌表示に問題が生じることが多かったこと、
MARC ヘッダーのエラーを修正したことなどが報告
されている（31）	（32）。

4.2 コンテンツ管理
　先のグランドバレー州立大学の例では、WSD の導
入が、アグリゲータ系の総合的データベースの利用を
著しく減少させた。この点について、同大学のウェイ
氏は、WSD に収録されているメタデータの範囲と規
模が個々のデータベースを凌駕し、これらデータベー
スと比して、より多くの全文情報へのアクセスを提供
していることに原因を求めている。その上で「専門の
分野に特化し、精度の高いインデックスを持つデータ
ベースは今後も情報検索の過程で主要な役割を果たす
だろうが、単にインデックスの規模から価値があると
されるようなサブジェクトデータベースについては、
重要性が維持されるか疑問である」と指摘している（33）。
　一方、ヴォーン（Jason	Vaughan）氏は、WSD の
普及にともない、図書館のデータベースの打ち切りが
発生する可能性を指摘した上で、「図書館は現行の契
約を削減し、出費を抑えることができるかもしれない」
と述べている（34）。今後 WSD の導入館において、購読
コンテンツの再編が進むことは想像に難くない。

4.3 支払管理
　Serials	Solutions 社の共同設立者の一人であったマ
クラッケン（Peter	McCracken）氏は、WSD の機能
強化の一環としてパーユースプライシング（Per	Use	
Pricing）への対応に言及し（35）、コンテンツマネジメ
ントに関する WSD の新しい役割として、支払管理を
提唱している（36）。すなわち、図書館は（1）利用の少
ないデータベースについて、無制限のアクセス契約の
代わりに、実際に利用したコンテンツのみの代金を支
払うように契約形態を変更する、（2）利用の少ないデー
タベースへのアクセスは、WSD を経由してのみ行え
るようにし、利用状況を把握する、（3）利用状況に基
いて算出されるコンテンツ代金に、少額のサービス手
数料を上乗せした金額を WSD ベンダに支払う、（4）
コンテンツ代金は、WSD ベンダからデータベースベ
ンダに支払わせる、というものである。
　この方式は、いわゆる POD（Purchase	on	Demand）
の一形態とみなすことができる。英国の JISC（Joint	
Information	Systems	Committee）のプロジェクト報
告書は、マクラッケン氏のこのようなアプローチにつ
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いて、PDA（Patron	Driven	Acquisition）による電
子書籍購入に効果的であるとの見解を示している（37）。

5. 標準化とステークホルダへの影響
　WSD に起因する購読コンテンツの再編は、ステー
クホルダのうち、データベース系のコンテンツベンダ
に対してマイナスの影響を与えうる。この点に代表さ
れるようなベンダの懸念は、全米高度情報サービス
連合（National	Federation	of	Advanced	Information	
Services）においても取り上げられ、2012 年 1 月に
ステークホルダ間での標準的ガイドラインのドラフト
が公開されるに至った（E1266 参照）（38）。一方システ
ム面に目を向ければ、米国情報標準化機構（National	
Information	Standards	Organization）は、WSD の普
及に押される形で、2011 年 11 月に Open	Discovery	
Initiative を発表し、WSD の規格的な標準化を目指す
ワーキンググループを立ち上げている（39）。
　ステークホルダにおける WSD の影響の見通しは
様々であり、出版社やコンテンツベンダにとっては、
グローバルな販路の開拓といったプラスの側面も存在
すると指摘される（40）。また WSD による支払管理等が
実現されれば、「（図書館）予算の削減により製品を図
書館に納められなくなっている小さなベンダに利点が
ある」とマクラッケン氏は述べている（41）。

6. おわりに
　WSD が図書館やステークホルダに与えた影響は、
サービスから目録、システムの概念に至るまで、広範
囲に及ぶ。実のところ、WSD の実体は図書館自らが
カスタマイズする巨大な二次情報データベースに過
ぎない。とはいえ、影響は実体をはるかに凌駕する。
WSD にどう対応し発展させていくのか、今後、図書
館やステークホルダの持つ力量が問われるのではない
だろうか。
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日本の公共図書館の電子書籍サービス
―日米比較を通した検証―
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はじめに
　電子書籍に関する情報があふれている。ただし、日
本ではそのほとんどが、個人向け有料サービスに焦点
を当てた技術や業界動向の情報である。一方、日本の
公共図書館の電子書籍サービスに関する研究や動向の
紹介はごく少ない（1）	（2）	（3）	（4）	（5）	（6）	（7）	（8）	（9）。その背景に、
サービス実施館が限られているという不振状況があ
る。海外の公共図書館の電子書籍サービスに関する研
究や動向の紹介もごく少ない（10）	（11）	（12）	（13）。
　本稿の目的は、日本の公共図書館が電子書籍サービ
スの導入に消極的な要因を検証し、その不振状況の改
善に向けた検討を行うことである。検証に当って、日
本とは対照的に導入が進んでいる米国と比較する。ま
た、図書館サービスという図書館界内部の環境だけで
なく、図書館サービスを取り巻く外部環境としての電
子書籍市場や、より広く書籍市場の状況をも考慮に入
れる。
　本稿は次のように構成される。最初に、本稿で扱う
電子書籍の定義を行う。第 2 に、日米それぞれの公共
図書館の電子書籍サービスを比較する。第 3 に、日本
の公共図書館が電子書籍サービスを導入するメリッ
ト、デメリットを示し、内部環境としての図書館サー
ビスの側面から不振要因の由来を考察する。第 4 に、
外部環境としての電子書籍市場や、より広く書籍市場
の状況について、日米それぞれを考察する。最後に、
日本特有の不振状況の改善に向けた検討を行う。

1. 電子書籍とは
　ここでは考察対象を明確にするため、本稿で扱う電
子書籍の定義を行う。まず、既存の定義を挙げておく。
　『図書館情報学用語辞典』の第 3 版には、電子図書

（electronic	book）の項で、「従来は印刷して図書の形
で出版されていた著作物を、電子メディアを用いて出
版したもの。電子書籍ともいう」と定義されている（14）。
なお、電子出版とは、「読者がアクセスする最終的な
流通形態に電子メディアを用いて、著作物を一般に頒
布する形態」と定義されている（15）。電子ジャーナル

（electronic	journal）の項は別立てされている。
　“Encyclopedia	 of	 Library	 and	 Information	
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